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大白法・平成２６年６月１６日刊（第８８７号）【信心のしおり】より転載

少年部合宿に参加しよう
しょうね ん ぶ が っしゅく さ ん か

皆さん、こんにちは。
みな

八月二日・三日に、少年部合宿が総本山で行われます。
はちがつふつ か みっ か しょうねん ぶ がっしゅく そうほんざん おこな

今回は、この合宿登山が大切だということを、お話したいと思います。
こんかい と ざん たいせつ はなし おも

全国から少年部員が集う
ぜんこく しょうねん ぶ いん つど

皆さんにとってご登山と言えば、家族と一緒に参加する初登山や支部総登
い か ぞく いっしょ さん か はつ と ざん し ぶ そう と

山などがあると思います。少年部合宿は、少年部員の皆さんを対象に、毎年、
ざん しょうねん ぶ いん たいしょう まいとし

夏休みに一泊二日で開催されている大切な登山行事です。
なつやす いちぱくふつ か かいさい ぎょう じ

この合宿には、全国各地から大勢のお友達が参加します。その中に顔なじ
ぜんこくかく ち おおぜい ともだち なか かお

みのお友達はあまりいないかも知れません。でも、みんな、日蓮大聖人様
し にちれんだいしょうにんさま

の正しい仏法を信仰し、日頃から信心修行に励んでいる少年部員です。で
ただ ぶっぽう しんこう ひ ごろ しんじんしゅぎょう はげ

すから、同じ世代のお友達が参加するこの合宿登山では、きっとすばらしい
おな せ だい

出会いがありますよ。
で あ

合宿の目的
がっしゅく もくてき

少年部合宿の第一の日的は、少年部の皆さんが元気にご登山し、一同そろ
だいいち もくてき げん き いちどう

って、本門戒壇の大御本尊様にお目通り申し上げ、みんなで心を合わせて
ほんもんかいだん だい ご ほんぞんさま め どお もう あ こころ あ

広宣流布のお役に立てるよう御祈念することにあります。
こうせん る ふ やく た ご き ねん

皆さんには、日蓮正 宗の伝統と誇りを持つ法華講の少年部員として、次
しょうしゅう でんとう ほこ も ほっ け こう つぎ

の世代を担う人材になっていただきたいと思います。
にな じんざい

大御本尊様に対し 奉 り、「これから 将 来を共に歩む大勢の仲間と広布
たい たてまつ しょうらい とも あゆ なか ま こう ふ

をお誓いする」ことは、皆さんが成長するに当たって基盤となる大事なこ
ちか せいちょう あ き ばん だい じ

となのです。

日蓮正 宗の清風を吸 収しよう
にちれんしょうしゅう せいふう きゅうしゅう

皆さんは、ご登山の際に総本山の清々しい雰囲気を肌で感じるでしょう。
さい すがすが ふん い き はだ かん
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特に御開扉を受けた後には、何とも言えない嬉しい気持ちになると思います。
とく ご かい ひ う あと なん うれ き も

でも、その気持ちを、言葉で表現するのは難しいですね。体験しなけれ
こと ば ひょうげん むずか たいけん

ば判らないことではないでしょうか。
わか

「空気を読む」という言葉がありますが、体験せずにその場の雰囲気をつ
くう き よ ば

かむことは、容易なことではありません。ぜひ、少年部員のうちに、総本山
よう い

で日蓮正宗の清らかな風（気風・雰囲気）を、存分に肌で感じて吸 収して
きよ かぜ き ふう ぞんぶん きゅうしゅう

ください。

この日蓮正宗の清風を皆さんがよく知ることは、大切なことです。
せいふう

例えば、皆さんが通う学校にも「校風」と言われる、それぞれの学校独自
たと かよ がっこう こうふう どく じ

に伝わる雰囲気がありますね。その校風を受け継いで活動することで、学校
つた う つ かつどう

の伝統が出来上がり、発展もあるのです。
でんとう で き あ はってん

これは、信心でも同じことが言えます。

皆さんは将来、多くの人々にこの日蓮正宗の信仰を弘めていくでしょう。
おお ひとびと ひろ

そして、お父さん、お母さんが皆さんにしてくれたように、皆さんも次の世
とう かあ

代へと繋いで（法統相続）いくのです。
つな ほっとうそうぞく

そのためにも、日蓮正宗に伝わる清らかな気風を、これから広布を歩む仲

間と共に吸収することは、たいへん有意義なことです。
ゆう い ぎ

少年部大会の大事
たいかい だい じ

少年部合宿の中の大事な行事に、「少年部大会」があります。
たいかい

少年部大会は、日蓮正宗の少年部員である皆さんが知り、学ぶべきことが
まな

詰まっている大事な大会です。有り難いことに御法主日如上人猊下が御出
つ あ がた ご ほっ す にちにょしょうにんげい か お で

ましくださいます。

この少年部大会には、毎回、スローガンが掲げられます。本年のスローガ
まいかい かか ほんねん

ンは、

「正しい姿勢で勤行・唱題」
し せい ごんぎょう しょうだい

「友達に教えよう 信心の素晴らしさ」
おし す ば

です。

このスローガンは、全国の皆さんのお友達からたくさん応募された中から、
おう ぼ

今年の大会の目的をよく表わしているものが選ばれました。
こ とし あら えら
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スローガンは、皆さんの信心修行の目標にもなります。この目標を覚え
もくひょう おぼ

ましょう。そして、今から実行しましょう。
いま じっこう

御法主上人猊下は、

「少年部の皆さんは、まず朝夕の勤行をしっかり行ってください。朝夕
ちょうせき

の勤行をしっかり行うことは、信心の原点とも言うべき最も大事なこと
げんてん もっと

であります。

もとより、宗 教から拝むという行為を取ってしまえば、それは宗教で
しゅうきょう おが こう い と

もなく、単なる理論に過ぎません。単なる理論では、人は幸せにはなれ
たん り ろん す しあわ

ません。信仰とは理論ではなく実践であり、体験であります。したがって、
じっせん

朝夕の勤行をしっかりと行っていけば、そこから様々な問題が正しい形
さまざま もんだい かたち

で必ず解決をしていくのであります」（大白法 八四三号）
かなら かいけつ だいびゃくほう ごう

と御指南されています。
ご し なん

特に、勤行・唱題は、ぜひ、できるようになって少年部合宿に来てくださ
とく き

いね。

大会では、御法主上人猊下から御指南を賜ります。この御指南こそ、少
たまわ

年部員として活動するための基本となる重要な御言葉です。姿勢を正して
き ほん じゅうよう お こと ば

真剣に拝聴しましょう。そして、御指南の中で、自分にできることをやっ
しんけん はいちょう じ ぶん

てみましょう。夏休みから、大きく成長できますよ。
おお

また、お友達の体験発表もあります。皆さんと同じ少年部員が勤行・唱
はっぴょう

題、そして折伏にがんばっている様子がよく判りますよ。
しゃくぶく よう す わか

この大会に多くのお友達と元気に参加し、これからの信行の糧をたくさ
しんぎょう かて

ん持って帰りましょう。家族にも、どんな内容だったかお話してくださいね。
も かえ ないよう

◇ ◇ ◇

少年部合宿に参加すると、とても貴重な体験が積めます。
き ちょう つ

挙って参加しましょう。
こぞ


